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ニホンウズラの育成中に突然変異体として dark frayed feather nervous disorder(dn) のウズラ
が見いだされた。その突然変異は常染色体劣性遺伝性で，羽毛は正常のものと比較して黒く， .ちぢれ
てむり，四肢，体幹の振戦，歩行障害などの運動失調を呈する。小脳皮質は，分子層，果粒細胞層が
正常のものより薄く，プルキンエ細胞の配列が乱れ，その樹状突起は発育不全を呈する(Ueda ， S. 











正常群と dn 群各 5 個体から太さ 2.3μ 前後の樹状突起をそれぞれ90個選び出し， 20 ， 000倍の写真で
樹状突起単位長さ当りの腺の数を数えた。さらに練のシナプス後膜の面績の変化を知るためにうぎの
一 70-
方法を用いた。 1 個の腕について 6 枚の連続切片の中で何枚にシナプス後膜が認められるかを ü/6 ，
1/6 , 2/6 ・ H ・ H ・..…， 6/6 という分数で表わした。また 1 個の腺の連続断面で認められるシナプ
ス後膜の中で最大の長さを椋シナプス後膜の面積の示標とした。つぎに 1 個の腕及び平行線維終末の
最大断面積でそれぞれ腺と平行線維末の大きさを表わした。 6 枚の連続切片で
求めるに lは土 100 ， 00∞Of倍音の写真の上でで、画{像象解析装置 (Mu凶I此to仙h ， Model-G) によつて計測した O すベての/心示j式ミ




dn 群において有意に減少していることが認められた。 dn ウズラにはプルキンエ細胞樹状突起の発育














3. dn のプルキンエ細胞樹状突起には発育不全があり，その腺シナプス 1 個当りのシナプス待楕の大








広さが正常のものに比して狭く，従って dn プルキンエ細胞 l 個当りの腺シナプス後膜の広さの総計は
減少していることが認められた。この事実から著者は dn突然変異遺伝子がフ。ルキンエ細胞のシナプス
後膜の形成に関与することを明らかにした。本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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